
隊友千葉だより

平成２４年５月号 千葉県隊友会事務局

平
成
24
年
度
県
通
常
総
会
・
表
彰
式
・
懇
親
会
終
了

通
常
総
会
は
、
４
月
23
日
（
月
）
、
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

千
葉
（
千
葉
市
中
央
区
）
に
お
い
て
会
長
以
下
、
支
部
長
等
・

代
理
人
・
理
事
役
92
名
が
出
席
し
、
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ
の

黙
祷
、
会
長
挨
拶
、
来
賓(

千
葉
地
方
協
力
本
部
長
阿
部
智
1

海
佐
）
祝
辞
、
議
長
・
書
記
の
選
出
、
議
案
審
議
、
県
本
部
か

ら
の
報
告
事
項
の
順
で
実
施
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
第
１
号
議
案

平
成
23
年
度
事
業
報
告
、
第
２
号
議
案

平
成
23
年
度
決
算
・

同
監
査
報
告
、
第
３
号
議
案

平
成
24
年
度
事
業
計
画
、
第
４

号
議
案

平
成
24
年
度
予
算
及
び
第
５
号
議
案

役
員
交
代
の

承
認
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

総
会
に
連
接
し
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
光
吉
次
也
前
香
取
支
部

長
以
下
28
名
が
受
賞
の
栄
に
輝
い
た
。
今
回
は
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
10
名
が
表
彰
さ
れ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
他
小
渡
朝

義
理
事
役
及
び
冨
樫
治
光
理
事
役
の
２
名
が
本
部
表
彰
に
上
申

さ
れ
た
。

こ
の
後
、
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
は
さ
ん
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

懇
親
会
に
は
防
災
セ
ミ
ナ
ー
で
パ
ネ
リ
ス
ト
を
お
願
い
し
た
佐

藤
正
久
参
議
院
議
員
、
熊
谷
俊
人
千
葉
市
長
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
井
上
和
彦
氏
及
び
山
之
上
哲
郎
第
１
空
挺
団
長
を
始
め
国
会

議
員
秘
書
、
浜
田
穂
積
・
臼
井
正
一
・
宍
倉
登
・
小
池
正
昭
県

義
会
議
員
、
田
沼
隆
志
千
葉
市
議
会
議
員
、
田
島
行
信
習
志
野

市
副
市
長
、
掛
川
壽
一
高
射
学
校
長
、
本
橋
稔
彦
海
自
航
空
補

給
処
長
、
三
谷
直
人
空
自
第
１
補
給
処
長
、
伊
坂
穣
平
第
１
高

射
隊
長
の
在
葉
部
隊
指
揮
官
の
他
副
指
揮
官
等
及
び
協
力
団
体

の
皆
様
を
来
賓
に
迎
え
県
顧
問
・
参
与
・
会
員
90
名
を
含
む
名

１
７
０
名
が
参
加
し
、
和
気
藹
々
に
ぎ
や
か
な
う
ち
に
終
了
し

た
。

【
県
会
長
表
彰
受
賞
者
】

山
本
多
喜
男
、
大
根
正
雄
、

永
井

博
、
山
本

猛
、
岡

本
庄
司
、
高
蔵
正
一
、
中
村

克
二
、
満
薗
哈
爾
男
、
中
島

三
男
、
高
橋

勇
、
井
出
純

一
、
福
井
義
博
、
二
川
一
郎
、

久
保
正
治
、
宮
原
義
治
、
一

木
勘
左
ヱ
門
、
吉
田
俊
男
、

光
吉
次
也
、
大
久
保
建
雄
、

鈴
木
純
夫
、
若
梅
友
男
、
吉

岡
卓
二
、
川
島
義
光
、
坂
本

芳
麿
、
鹿
嶋
田
宏
、
上
村

實
、
鈴
木
雅
巳
、
横
山
政
四

会長挨拶
地本長祝辞

朝
日

章

成
田
支
部
長

冨樫事務局長議案説明

表彰式

懇親会

総
会
開
催

光
吉
支
部
長
退
任

石
川
支
部
島
就
任

香
取
支
部

香
取
支
部
（
光
吉
次
也
支
部
長
）
は
、
３
月

31
日
（
土
）
11
時
〜
14
時
30
分
、
香
取
市
内
丸

光
亭
に
お
い
て
支
部
会
員
26
名
中
、
約
半
数
が

出
席
し
て
平
成
24
年
度
支
部
総
会
及
び
懇
親
会

を
開
催
し
た
。
本
総
会
を
も
っ
て
光
吉
支
部
長

は
退
任
さ
れ
、
新
支
部
長
に
石
川
芳
夫
隊
友
が

就
任
さ
れ
た
。
光
吉
支
部
長
は
平
成
12
年
支
部

結
成
以
来
12
年
間
の
長
き
に
亘
り
支
部
長
を
務

め
、
特
に
香
取
神
宮
内
護
国
神
社
の
春
秋
清
掃

ご
奉
仕
及
び
新
聞
等
の
手
配
り
配
付
を
実
施
し

支
部
の
活
性
化
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
。
ま

た
、
先
の
大
震
災
で
は
香
取
市
、
多
古
町
、
神

崎
町
及
び
東
庄
町
の
広
域
に
所
在
す
る
会
員

（
陸
16
名
、
海
３
名
。
空
７
名
）
に
被
災
が
な

い
か
一
人
一
人
を
訪
ね
て
調
べ
る
等
、
支
部
会

員
の
結
束
に
心
を
配
ら
れ
た
。

佐
野
支
部
長
退
任

藤
本
支
部
長
就
任

柏
支
部

佐
野
英
良

柏
支
部
長
は
、
４
月
23
日
を

も
っ
て
10
年
に
亘
っ
て
務
め
ら
れ
た
支
部
長

を
退
任
さ
れ
た
。
後
任
に
藤
本
信
茂
隊
友
が

就
任
さ
れ
た
。
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【事務所 開所時間】

原則として月・水・金 1000～1500

（月・水：土屋 金：内田）

相
談
役
交
代

掛
川
壽
一
陸
将
補
、

本
橋
稔
彦
１
海
佐
着
任

陸
自
高
射
学
校
長
兼
ね
て
下
志
津
駐
屯
地
司
令

保
松
秀
次
郎
陸
将
補
は
、
３
月
30
日
付
で
西
部
方

面
総
監
部
幕
僚
長
兼
ね
て
建
軍
駐
屯
地
司
令
に
栄

転
さ
れ
、
後
任
に
第
２
高
射
団
長
兼
ね
て
飯
塚
駐

屯
地
司
令
か
ら
掛
川
壽
一
陸
将
補
が
着
任
さ
れ
た
。

ま
た
、
海
自
航
空
補
給
処
長

志
野
慶
一
１
海
佐

は
、
４
月
２
日
付
で
海
将
補
に
特
別
昇
任
し
退
職

さ
れ
、
後
任
に
海
幕
装
備
部
需
品
課
長
か
ら
本
橋

稔
彦
１
海
佐
が
着
任
さ
れ
た
。

保
松
高
射
学
校

長
及
び
志
野
航
空
補
給
処
長
に
は
、
相
談
役
と
し

て
隊
友
会
活
動
に
多
大
の
ご
支
援
・
協
力
を
賜
り

深
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
新
職
務
で
の
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
す
る
。

掛川壽一陸将補

県
隊
友
会
役
員

(

敬
称
略)

太
字
は
新
任

平
成
24
年
度

◎
会
長

山
田

正
二

◎
副
会
長
（
４
名
）

（
陸
）
冨
田

稔
、
（
海
）
宮
地

稔
、
（
空
）
日
髙

久
萬

男
、
（
事
）
入
江

千
昭

◎
事
務
局
長

精
山

英
人

◎
理
事
役
（
16
名
）

冨
樫

治
光
、
本
間

好
道
、
永
岡

雅
史
、
天
草

洋
、
標

光

毅
、
江
崎

寛
、
内
田

幸

子
、
小
渡

朝
義
、
小
倉

利
之
、
河
西

伸
人
、
河
野

美
登
、
土
屋

富
男
、
森

良
雄
、
浮
城

洋
一
、
金
子

幸
雄
、
大
根

正
雄

◎
監
事
役
（
２
名
）

伊
藤

良
紀
、
菅
原

礼
子

◎
支
部
長
等
（
34
名
）

工
藤

慎
一
（
東
葛
地
区
支
部
連
合
会
会
長
）
、
吉
田

直
（
千
葉
中
央
支
部
長
）
、
首
藤

敏
明
（
千
葉
美
浜
支
部
長
）
、
土
川

勝
（
千
葉
花
見
川
支
部
長
）
、
櫻
井

武
之
（
千
葉
稲
毛
支
部
長
）
、
佐
藤

宱

陸
（
千
葉
若
葉
支
部
長
）
、
秋
重

親
雄
（
市
原
支
部
長
）
、
大
和
田

雅
行
（
八
千
代
支
部
長
）
、
柚
木

文
夫
（
習

志
野
支
部
長
）
、
井
本

敏
夫
（
船
橋
支
部
長
）
、
吉
岡

誠
（
浦
安
支
部
長
）
、
永
井

博
（
市
川
支
部
長
）
、
作

田

淳
（
鎌
ヶ
谷
支
部
長
）
、
山
本

多
喜
男
（
松
戸
支
部
長
）
、
庄
子

彰
（
流
山
支
部
長
）
、
青
田

実
（
野
田

支
部
長
）
、
藤
本

信
茂
（
柏
支
部
長
）
、
豊
嶋

尉
史
（
我
孫
子
支
部
長
）
、
中
山

忠
正
（
沼
南
支
部
長
）
、
増
山

普
一
（
白
井
支
部
長
）
、
津
村

隆
尋
（
印
西
支
部
長
）
、
中
尾

英
夫
（
四
街
道
支
部
長
）
、
根
本

博
（
佐
倉
支

部
長
）
、
鬼
島

紘
志
（
八
街
支
部
長
）
、
朝
日

章
（
成
田
支
部
長
）
、
石
川

芳
夫
（
香
取
支
部
長
）
、
岩
崎

辰

雄
（
東
総
支
部
長
）
、
若
梅

友
男
（
山
武
東
金
支
部
長
）
、
杉
崎

錬
平
（
茂
原
支
部
長
）
、
幸
治

昌
秀
（
長
生
支

部
長
）
、
宮
本

庸
治
（
安
房
支
部
長
）
、
川
村

巖
（
館
山
支
部
長
）
、
柏
谷

健
蔵
（
木
更
津
支
部
長
）
、
川
奈

勝
幸
（
大
日
精
化
職
域
支
部
長
）

◎
相
談
役(

13
名)

千
葉
地
方
協
力
本
部
長

阿
部

智
1
海
佐
、
陸
自
第
1
空
挺
団
長

山
之
上

哲
郎
陸
将
補
、
同

第
1
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
長

清
田

安
志
陸
将
補
、
同
高
射
学
校
長

掛
川

壽
一
陸
将
補
、
同
需
品
学
校
長

熊
本

義
宏
陸
将
補
、
海
自
教
育
航
空
集
団
司
令
官

鮒
田

英
一
海
将
、
同
第
3
術
科
学
校
長

市
川

武
彦
海
将
補
、
同
下

総
教
育
航
空
群
司
令

山
作

房
彦
1
海
佐
、
同
航
空
補
給
処
長

本
橋

稔
彦
1
海
佐
、
同
第
21
航
空
群
司
令

中
田

芳
基
海
将
補
、
空
自
第
1
補
給
処
長

三
谷

直
人
空
将
補
、
同
第
44
警
戒
隊
長

岸
川

勝
行
2
空
佐
、
同
第
1
高

射
隊
長

伊
坂

穣
平
2
空
佐

◎
顧
問
（
７
名
）

富
岡

幸
雄
、

瀬
川

忠
行
、
政
狩

圭
亮
、
冨
田

成
昭
、
細
谷

集
三
、
酒
井

英
元
、
藤

尾

秀
治

◎
参
与
（
６
名
）

佐
々
木

昭
博
、
石
躍

邦
彦
、
伊
東

龍
太
、
二
宮

俊
夫
、
浅
野

勇
蔵
、
山
縣

秀
雄

本橋稔彦1等海佐

事
務
局
か
ら
の
連
絡
事
項

◎
海
自
下
総
航
空
基
地
研
修

６
月
15
日
（
金
）
予
定
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

高
柳
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
指
定
さ

れ
た
時
間
に
遅
れ
ず
に
集
合
し
て
下
さ
い
。

◎
隊
友
会
定
時
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使

定
時
総
会
は
、
６
月
21
日(

木
）
GH
市
ヶ
谷
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

正
会
員
は
、
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
会
に
出
席
等
せ
ず
、
県
会
長
に
議
決

権
行
使
を
委
任
さ
れ
る
方
は
同
封
の
葉
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
６
月
10
日
ま
で
に
必
ず
投
函
願
い
ま
す
。

◎
会
費
・
協
力
費
の
納
入
に
つ
い
て

24
年
度
分
の
会
費
・
協
力
費
納
入
は
、
ま
だ
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
、
未
納
の
方
、
協
力
頂
け
る
方
で
ま
だ
の

方
は
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
払
込
み
用
紙
の
な
い
方

は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

。

◎
収
益
事
業
に
つ
い
て

丸
大
ハ
ム
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。
ご
利
用
下
さ

い
。
ま
た
自
販
機
設
置
場
所
情
報
の
提
供
及
び
各
種
チ
ラ

シ
配
付
に
も
ご
協
力
下
さ
い
。

◎
支
部
長
等
会
議
に
つ
い
て

24
年
度
前
期
支
部
長
等
会
議
は
７
月
20
日
（
金
）
午
後
、

千
葉
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
す
。



県
防
災
セ
ミ
ナ
ー
開
催

好
評
を
博
し
成
功
裏
に
終
了

県
隊
友
会
は
４
月
23
日
、
県
通
常
総
会
・
表
彰

式
に
連
接
し
て
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
「
県
民
・
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

第
１
部

講
演
で
は
、
「
自
衛
隊
か
ら
見
た

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
」
と
題
し
て
前
陸
上
幕

僚
長

火
箱
芳
文
氏
に
約
１
時
間
に
わ
た
り
熱

弁
を
ふ
る
っ
て
頂
い
た
。
氏
は
東
日
本
大
震
災

に
際
し
、
地
震
・
津
波
及
び
原
発
事
故
の
複
合

事
態
に
お
い
て
陸
幕
長
と
し
て
陸
幕
内
・
陸
自

に
対
す
る
指
示
は
も
と
よ
り
防
衛
省
・
政
府
と

連
携
し
、
い
か
に
人
命
救
助
・
被
災
者
救
援
及

び
原
発
事
故
の
被
害
局
限
に
努
め
た
か
を
、
ま

た
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
詳
細
に
お
話
し

さ
れ
た
。
第
２
部

対
談
で
は
、
参
議
院
議
員

佐
藤
正
久
氏
、
千
葉
市
長

熊
谷
俊
人
氏
及

び
第
１
空
挺
団
長

山
之
上
哲
郎
陸
将
補
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
、
テ
レ
ビ
・
雑
誌
で
著
名
な
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト

井
上
和
彦
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
迎
え
、
「
大
震
災
か
ら
学
ぶ
非
常
時
へ
の
備

え
」
と
題
し
、
約
１
時
間
に
わ
た
っ
て
対
談
し

て
頂
い
た
。
対
談
は
、
井
上
氏
の
適
切
か
つ
機

知
に
富
ん
だ
司
会
の
も
と
パ
ネ
リ
ス
ト
の
各
氏

は
、
大
い
に
持
論
を
展
開
し
、
会
場
を
埋
め
た

聴
衆
を
満
足
さ
せ
た
。
そ
の
中
で
、
佐
藤
参
議

院
議
員
は
、
大
震
災
の
他
に
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ

サ
イ
ル
発
射
実
験
へ
の
政
府
対
応
の
不
備
も
例

に
挙
げ
国
家
非
常
事
態
条
項
を
盛
り
込
ん
だ
憲
法

改
正
の
必
要
性
に
言
及
さ
れ
た
。
熊
谷
千
葉
市
長

は
、
現
場
指
揮
官
で
あ
る
地
方
自
治
体
の
首
長
と

し
て
危
機
に
際
し
て
縦
割
り
対
応
に
な
り
が
ち
な

地
方
行
政
組
織
を
い
か
に
総
合
的
に
機
能
さ
せ
る

か
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ナ
リ

オ
に
基
づ
く
展
示
的
防
災
訓
練
か
ら
脱
却
し
て
、

実
際
的
・
総
合
的
な
訓
練
へ
転
換
す
べ
き
と
話
さ

れ
た
。
山
之
上
空
挺
団
長
は
、
震
災
時
の
空
挺
団

の
即
応
状
況
、
福
島
原
発
周
辺
で
の
遺
体
捜
索
等

の
状
況
及
び
部
隊
と
し
て
地
方
自
治
体
へ
の
協
力

の
在
り
方
並
び
に
真
摯
な
部
隊
練
成
の
必
要
性
等

に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

収
容
人
数
５
０
０
名
会
場
は
、
県
隊
友
会
員
は

も
と
よ
り
国
会
議
員
、
県
・
市
議
会
議
員
、
在
葉

部
隊
指
揮
官
・
隊
員
、
千
葉
県
自
衛
隊
協
力
会
連

合
会
・
全
国
自
衛
隊
父
兄
会
千
葉
県
支
部
連
合
会
・

千
葉
県
自
衛
隊
援
護
協
力
会
会
員
及
び
市
民
等
で

通
路
ま
で
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
入
場
者
で
溢
れ
、

防
災
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
聴
衆
か
ら
は
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
、
国
・

自
治
体
・
国
民
が
共
に
考
え
る
場
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
事
に
感
謝
す
る
等
の
所
見･

お
礼
が
多

数
届
い
た
。
ま
た
、
会
場
入
り
口
に
展
示
し
た
震

災
救
援
等
の
写
真
パ
ネ
ル
及
び
講
演
の
待
ち
時
間

に
空
挺
団
が
行
っ
た
福
島
原
発
周
辺
で
の
救
助
活

動
の
模
様
を
映
写
し
た
ス
ク
リ
ー
ン
に
多
く
の
来

場
者
が
見
入
っ
て
い
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
24
年
度
の
目
玉
事
業
と
し
て

冨
田
副
会
長
を
中
心
に
永
岡
・
天
草
・
大
根
・
森

理
事
役
等
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
パ

ネ
リ
ス
ト
・
協
力
団
体
・
部
隊
と
の
調
整
及
び
会

場
の
選
定
・
準
備
等
に
約
半
年
を
か
け
、
実
施
に

こ
ぎ
着
け
た
も
の
で
あ
り
成
功
裏
に
終
了
し
、
感

慨
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
る
。
協
力
頂
い
た
支
部
・

関
係
部
隊
に
衷
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

パネル展示

司
会

冨
田
副
会
長

会
長
挨
拶

佐
藤
参
議
院
議
員

熊
谷
千
葉
市
長

山
之
上
団
長

井
上
和
彦
氏

満席の会場

雨の中、入場する聴衆

対 談

火箱前陸幕長講演

県
護
国
神
社

春
の
大
祭
ご
奉
仕

県
護
国
神
社

春
の
大
祭
に
伴
う
、
境
内
清
掃
及
び
車
両
誘

導
・
奉
舁
・
献
吟
の
奉
仕
を
そ
れ
ぞ
れ
４
月
７
日(

土)

及
び
４

月
10
日
（
火
）
の
両
日
実
施
し
た
。
清
掃
奉
仕
は
、
冨
田
副
会

長
、
吉
田
千
葉
中
央
・
若
梅
山
武
東
金
支
部
長
は
じ
め
市
川
、

松
戸
、
船
橋
、
沼
南
、
山
武
東
金
、
千
葉
中
央
、
美
浜
の
支
部

会
員
、
総
勢
23
名
が
参
加
し
、
満
開
の
桜
の
下
で
、
約
３
時
間
、

境
内
の
掃
き
掃
除
、
除
草
及
び
昨
年
５
月
建
立
さ
れ
た
「
あ
あ

特
攻
」
碑
の
清
掃
を
実
施
し
た
。

４
月
10
日
（
火
）
の
大
祭
当
日
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
桜
花
の

散
る
中
、
中
山
沼
南
・
櫻
井
稲
毛
支
部
長
は
じ
め
市
川
、
船
橋
、

沼
南
、
木
更
津
、
野
田
、
稲
毛
、
美
浜
の
支
部
会
員
、
総
勢
12

名
が
参
加
し
、
ご
遺
族
参
列
車
両
の
誘
導
及
び
奉
舁
の
ご
奉
仕

を
実
施
し
た
。
ま
た
詩
吟
同
好
会
に
よ
る
献
吟
も
行
わ
れ
た
。

春
・
秋
の
年
２
回
実
施
し
て
き
て
い
る
本
奉
仕
活
動
は
、
神

社
関
係
者
や
ご
遺
族
等
か
ら
感
謝
さ
れ
、
ま
た
、
参
加
者
も
近

傍
や
遠
距
離
か
ら
参
加
さ
れ
定
着
化
し
た
。
次
回
も
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
。

【
護
国
神
社
担
当
理
事
役

河
西
伸

人
】

春
の
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
小
綬
章

稲
垣

純
通

【
成
田
支
部
】

後
藤

淳
一
郎

【
野
田
支
部
】

小
林

壽

【
松
戸
支
部
】

白
川

新

【
八
千
代
支
部
】

藤
尾

秀
治

【
松
戸
支
部
】

瑞
宝
双
光
章

梅
澤

照
夫

【
白
井
支
部
】

河
西

伸
人

【
沼
南
支
部
】

倉
元
信
弘

【
館
山
支
部
】

三
浦

孝
雄

【
佐
倉
支
部
】

蔭
山

万
樹

【
館
山
支
部
】

坂
口

文
夫

【
木
更
津
支
部
】

白
石

善
博

【
印
西
支
部
】

那
覇

千
敬

【
館
山
支
部
】

宮
本

隆
光

【
沼
南
支
部
】

山
口

武
美

【
習
志
野
支
部
】

瑞
宝
単
光
章

柏
木

洋
二

【
木
更
津
支
部
】

北
村

清
孝

【
鎌
ヶ
谷
支
部
】

高
橋

勇

【
印
西
支
部
】

中
山

雄
二

【
成
田
支
部
】

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

ジ
ブ
チ
共
和
国
派
遣

空
挺
隊
員
を
激
励

山
田
会
長
、
冨
田
副
会
長
及
び
森
理
事
役
は
、
３
月
27
日
（
火
）
、

第
1
空
挺
団
長
を
表
敬
し
、
第
８
次
及
び
第
９
次
「
派
遣
海
賊
対

処
行
動
航
空
隊
」
の
要
員
と
し
て
ジ
ブ
チ
共
和
国
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
空
挺
隊
員
を
激
励
し
た
。
航
空
隊
は
、
護
衛
艦
・
回
転
翼
哨

戒
機
で
構
成
さ
れ
る
「
派
遣
海
賊
対
処
行
動
水
上
部
隊
」
と
連
携

し
て
、
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ
３
ー
Ｃ

２
機
を
も
っ
て
、
ソ
マ
リ
ア

沖
ア
デ
ン
湾
に
お
い
て
警
戒
監
視
及
び
情
報
収
集
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
空
挺
団
の
要
員
50
名
は
、
ジ
ブ
チ
国
際
空
港
内
活
動
拠
点

の
警
備
及
び
基
地
業
務
を
担
任
し
て
い
る
。
第
８
次
隊
は
昨
年
末

で
任
務
終
了
し
帰
国
、
第
９
次
隊
は
、
昨
年
末
か
ら
本
年
１
月
に

出
国
、
現
在
活
動
中
で
あ
る
。

海
賊
対
処

【
松
戸
】
小
林

武
彦
（
海
）
、
佐
藤

信
男

（
海
）
、
太
田

直
人(

陸
）

【
長

生
】
森
本

澄
男
（
陸
）

【
山
武
東
金
】
鶴
岡

雅
美
（
陸
）

【
佐
倉
】
松
坂

睦
男(

陸
）

【
習
志
野
】
太
田

清
彦
（
陸
）

【
市
原
】
越
智

正
典(

陸
）

【
沼
南
】
中
山

隆
志
（
海
）
、
内
堀

秀

典
（
海
）

【
茂
原
】
宮
越

章
（
海
）
、
出
水
田

正

志
（
陸
）

【
山
武
東
金
】
木
元

勝
彦
（
陸
）
、
髙
星

勤(

陸
）

【
流
山
】
今
吉

史
也(

陸
）

【
木
更
津
】
加
藤

法
也
（
陸
）
、
吉
田

祐

輔
（
陸
）
、
山
浅

一
基(

陸
）

入
会
者

24
年
３
月
・
４
月

祝
入
会
【
敬
称
略
・
順
不
同
】

基地警備・基地業務に活

躍する空挺隊員

駐車位置へ車両を誘導詩吟同好会 献吟

ご奉舁 勇士像清掃

激励品を贈呈


